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問合せは２面上段の
問合せ先一覧を
ご覧ください

葛飾社協 検索検索

平成29年6月5日号
No.175

社協キャラクターのアエナちゃんです！　

小地域福祉活動
（地域支えあい活動）

の紹介

注目!!注目!!

4面をご覧
ください

1 お知らせ ～平成29年度第1回評議員会を開催します～　●日時：平成29年6月19日（月）午後2時～　●場所：ウェルピアかつしか１階ボランティア活動室・社協研修室
●評議員会の傍聴：傍聴券は、評議員会当日、開始予定時刻の１時間前から社協事務局で先着順（10名）に配布します。　◆問合せ：企画総務係

広告

民生委員・児童委員は、社協事業の重要な担い手です！！

民生委員制度創設    周年民生委員制度創設    周年民生委員制度創設    周年民生委員制度創設    周年100
民生委員・児童委員は、さまざまな活動を通じて、わたしたちのまちの安心を支えています。

民生委員制度は、今年、100周年を迎えます。

　法律により厚生労働大臣から委嘱された無報酬の
ボランティアです。全国共通の制度として、全国どこ
のまちでも活躍しています（全国に約23万人）

民生委員・
児童委員って？
住民の立場にたって、
　まちの福祉を担う
　　ボランティアです。

こんな活動をしています！
　身近な地域の相談相手として、担当する地域の住民から生活上の心配ごとや困
りごと、医療や介護、子育ての不安などの相談に応じています。そしてその課題

が解決できるよう、必要な支援へ
の「つなぎ役」になります。
　また、地域の見守り役として、
定期的な訪問などを通じて、高齢
者や障がい者世帯、子ども達の見
守りを行っています。

そして、社会福祉協議会の地域福祉
活動の重要な担い手でもあります

生活福祉資金制度

小地域福祉活動の推進

問合せ　企画総務係

福祉協力委員活動

　昭和30年に、民生委員の世帯更生
運動から創設された貸付制度で、地
域の担当民生委員の相談援助に併せ
て、資金の交付を行うことにより、世
帯の経済的自立と生活意欲の助長、
社会参加の促進を図る制度です。

　ひとり暮らしの高齢者に対し、乳酸菌
飲料を配達することにより、高齢者の安
否の確認を行っています。利用者の方と
お会いできず、安否の確認が取れない
ときは、緊急連絡先や地域の担当民生
委員に調査を依頼し、利用者の状況確
認をお願いしています。

　地域の福祉課題に対して、地域の皆さん
と一緒に、身近なところで、できることから
取り組んでいく活動を推進しています。（詳
しくは4面をご覧ください）

ひとりぐらし高齢者毎日訪問事業

例

え

ば

…

葛飾区民生委員児童委員協議会　地区会長の皆さん
保田しおさい学校訪問にて（29.3.13）

　民生委員・児童委員が、福祉協力委員
となって、社会福祉協議会の会員を募っ
ていただいております。「会員」の皆さん
からお寄せいただいた会費は、高齢者や
障がいのある方、子ども達の福祉事業に
有効に活用されています。



成年後見制度の利用や遺言・相続などについてのご相談は、成年後見センターの専門相談をご利用ください。
第2木曜日：司法書士【6/8、7/13、8/10】第4木曜日：弁護士【6/22、7/27、8/24】要予約、無料です。◆問合せ　成年後見センター

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
生
後
６
ヶ
月
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
保
育
園
・
学
童
保

育
の
送
迎
や
、
子
ど
も
の
一
時
的
な
預
か
り

な
ど
の
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
（
1
時

間
800
円
）
で
実
施
す
る
地
域
の
支
え
合
い
活

「
成
年
後
見
制
度
講
演

会
」を
開
催
し
ま
す

福
祉
関
係
者
向
け

　

福
祉
・
医
療
・
保
健
関
係
者

の
方
向
け
に
、
成
年
後
見
制
度

の
仕
組
み
か
ら
具
体
的
な
制
度

活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
19
日（
水
）午
後

３
時
〜
４
時
30
分

◆
講
師
司
法
書
士
作
田
篤
氏

◆
場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か
１
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室

◆
対
象 

区
内
に
あ
る
福
祉
施

設
や
事
業
所
、
福
祉
関
係
機
関

な
ど
の
従
事
者
（
但
し
、
同
一

事
業
所
に
つ
き
２
名
ま
で
）

◆
定
員　

60
名
（
先
着
順
）

※ 

申
込
み
は
、
６
月
12
日（
月
）

午
前
９
時
よ
り
電
話
及
び
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
ま
す
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
申
込
書
を
社

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
）
。

「
成
年
後
見
人
等
の
集

い
」を
開
催
し
ま
す

親
族
後
見
人
向
け

　

親
族
と
し
て
、
後
見
業
務
を

行
う
う
え
で
、
直
面
す
る
課
題

に
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の

か
、
そ
の
対
応
の
ヒ
ン
ト
を
得

て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会
と

座
談
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
22
日（
土
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時

◆
対
象

① 

区
民
で
、
親
族
後
見
人
等
に

な
っ
て
い
る
方
（
被
後
見
人

等
が
区
内
在
住
の
方
含
む
）

② 

今
後
、
親
族
後
見
人
と
し
て

活
動
予
定（
申
立
て
準
備
中
、

審
判
待
ち
等
）
の
方

※ 

制
度
の
説
明
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
制
度
に
つ
い
て
知
り
た

い
方
は
、
下
記
の
説
明
会
等

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
内
容

① 

講
演
：「
後
見
業
務
で
直
面
す

る
課
題
に
ど
う
対
応
し
た
ら

良
い
か
〜
様
々
な
事
例
か
ら

学
ぼ
う
」
講
師
：
行
政
書
士

植
原
ひ
と
み
氏

②
参
加
者
同
士
の
座
談
会

◆
定
員　

30
名
（
多
数
抽
選
）

◆
会
場　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か
１
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室

◆
費
用　

無
料

◆
申
込
方
法　

７
月
６
日（
木
）

ま
で
に
お
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
受
講
決
定
者
に
つ
い

て
は
、
開
催
１
週
間
前
を
目
途

に
受
講
票
を
送
付
し
ま
す
。

「
成
年
後
見
制
度
説
明

会
」を
開
催
し
ま
す

区
民
向
け

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
ぜ

ひ
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

区
民
の
皆
様
に
社
協
職
員
が

制
度
や
申
立
て
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
22
日（
土
）午
前

10
時
30
分
〜
正
午

◆
場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か
１
階　

社
協
研
修
室

◆
対
象　

区
内
在
住
の
方

◆
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

◆
申
込
方
法　

６
月
８
日（
木
）

午
前
９
時
よ
り
電
話
受
付

　

任
意
後
見
制
度
と

　

遺
言
・
相
続
に
つ
い

　

て
の
講
演
会

　

「
任
意
後
見
制
度
」
や
死
後

の
自
分
の
財
産
の
行
先
な
ど
を

決
め
て
お
く
「
遺
言
」
、
ま
た

そ
れ
ら
に
関
連
す
る
「
相
続
」

な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

◆
日
時　

①
６
月
28
日（
水
）午

後
２
時
〜
４
時　

②
７
月
11
日

（
火
）午
後
２
時
〜
４
時

※ 

①
、
②
と
も
同
一
内
容

講
師
司
法
書
士
古
川
信
也
氏

◆
会
場　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か
１
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室

◆
対
象　

区
内
在
住
の
方

◆
費
用　

無
料

◆
定
員　

各
回
40
名（
先
着
順
）

◆
申
込
方
法　

６
月
７
日（
水
）

午
前
９
時
よ
り
電
話
受
付

　
「
訪
問
援
助
事
業
」

　

生
活
支
援
員
を
募
集

　

し
ま
す

　

訪
問
援
助
事
業
は
、
高
齢
の

方
や
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
安

心
し
て
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支

援
す
る
事
業
で
す
。
「
生
活
支

援
員
」
は
利
用
者
宅
等
を
訪
問

し
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き
や
利
用

料
の
支
払
い
、
日
常
生
活
費
の

払
戻
し
な
ど
を
定
期
的
に
行
い

ま
す
。

◆
活
動
時
間　

平
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で
の
間
の
２

〜
３
時
間
程
度

◆
時
給　

１
０
０
０
円

◆
活
動
場
所　

区
内
お
よ
び
隣

接
す
る
区
域

◆
募
集
人
数　

５
名
程
度

◆
応
募
資
格

① 

区
内
在
住
で
20
歳
以
上
65
歳

程
度
ま
で
の
心
身
と
も
に
健

康
な
方

② 

認
知
症
高
齢
者
ま
た
は
知
的

障
が
い
者
な
ど
に
対
し
理
解

の
あ
る
方

③ 

月
に
２
〜
３
回
程
度
活
動
の

で
き
る
方

④ 

説
明
会
に
参
加
で
き
る
方

【
説
明
会
】

　

具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
、

説
明
し
ま
す
。
必
ず
い
ず
れ
か

の
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

◆
日
時　

①
６
月
14
日（
水
）　

②
６
月
20
日（
火
）①
②
い
ず
れ

も
午
後
３
時
か
ら

◆
会
場　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か
１
階　

社
協
研
修
室

※ 

①
②
と
も
に
同
じ
内
容
で
、

約
１
時
間
の
予
定
で
す
。

◆
申
込
方
法　

説
明
会
後
、
履

歴
書
を
６
月
30
日（
金
）ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の

場
合
は
、
30
日
必
着
）
。
履
歴

書
到
着
後
、
面
接
日
を
連
絡
し

ま
す
。

◆
面
接
日　

７
月
下
旬
予
定

※ 

面
接
の
う
え
、
登
録
の
可
否

を
決
定
し
、
研
修
を
行
い
ま

す
。

1
時
間
800
円
で

　

地
域
の
子
育
て
支
援

　
　
　
「
か
つ
し
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

�

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

高
齢
者
支
援
活
動
の
た
め

70
歳
以
上
の
方
の
名
簿
を

自
治
町
会
へ
提
供
し
ま
す

　

自
治
町
会
等
が
行
う
、
高
齢

者
を
支
援
す
る
様
々
な
活
動
へ

助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
高
齢
者
支
援
活
動
」

を
行
う
際
の
参
考
資
料
と
し

て
、
社
協
で
は
区
か
ら
住
民
基

本
台
帳
を
も
と
に
５
月
１
日
現

在
区
内
在
住
で
９
月
15
日
時
点

に
70
歳
以
上
の
方
の
名
簿
を
受

け
、
自
治
町
会
に
書
面
に
て
提

供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
名
簿
に

ご
自
身
の
情
報
（
住
所
・
氏
名

・
年
齢
）
の
登
載
を
希
望
さ
れ

な
い
方
は
、
6
月
9
日
（
金
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
名
簿
は
、
個
人
情
報
保

護
法
に
準
拠
し
適
切
に
取
り
扱

い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
・
お
申
し
出
先　

貸

付
・
助
成
係

　

し
あ
わ
せ
サ
ー
ビ
ス（
有
償
家
事
援
助
）

　

協
力
会
員
登
録
説
明
会

　

し
あ
わ
せ
サ
ー
ビ
ス
は
区
民
同
士
の
助
け
合
い
に

よ
る
有
償（
700
円
）の
会
員
制
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
高

齢
者
や
妊
産
婦
な
ど
家
事
等
で
困
っ
て
い
る
方
の
お

宅
へ
掃
除
や
買
物
・
洗
濯
・
食
事
作
り
等
の
協
力
を

い
た
だ
け
る
「
協
力
会
員
」
へ
の
登
録
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
日
時
・
会
場　

①
６
月
21
日（
水
）②
７
月
６
日

（
木
）　

①
②
い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜
４
時　

ウ
ェ
ル

ピ
ア
か
つ
し
か
1
階　

社
協
研
修
室

※ 

予
約
は
不
要
で
、
開
始
時
間
ま
で
に
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①
健
康
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
②
印
鑑

◆
登
録
資
格

　

18
歳
以
上
の
健
康
な
方
な
ら
男
女
を
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
登
録
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
、

　

ひ
と
声
か
け
て
安
心
を
配
達
し
ま
す
！

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
（
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
方
や
生
活
協
力
員
の
い
る
高
齢
者
集

合
住
宅
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。）に
、

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
〜
金
曜
日
に
乳
酸
菌
飲
料
を
ひ

と
声
か
け
て
配
達
し
、
安
否
の
確
認
と
孤
独
感
の
解

消
を
図
り
ま
す
。

　

安
否
の
確
認
が
と
れ
な
い
場
合
、
緊
急
連
絡
先
へ

の
連
絡
や
民
生
委
員
、
葛
飾
区
関
係
機
関
、
消
防

（
救
急
）
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ご
本
人
の
状
況

確
認
や
安
全
の
確
保
を
行
な
い
ま
す
。

◆
利
用
者
負
担　

1
本
あ
た
り
10
円

の
問
合
せ　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

動
で
す
。
こ
の
活
動
の
担
い
手
と
な
る
サ
ポ

ー
ト
会
員
を
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
資
格
等

・
子
育
て
の
経
験
、
ま
た
は
保
育
士
等
の
資

格
が
あ
る
20
歳
以
上
の
健
康
で
活
動
可
能
な

方
。

・
報
酬
は
活
動
1
時
間
に
つ
き
800
円
で
す
。

・
活
動
を
始
め
る
前
に
、
救
命
講
習
等
2
日

間
の
研
修
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次

回
は
、
６
月
21
日（
水
）、
22
日（
木
）で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
会
員
登
録

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の　
　
問
合
せ�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
係

問
合
せ
先
は
、

紙
面
左
上
を

ご
覧
下
さ
い
。

No.175（2017年）平成29年6月5日号

2

申込み・問合せ先一覧

葛飾区成年後見センター

⬅
「
申
込
み・問
合
せ
一
覧
」の
各
担
当
係
へ
直
接
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

■企画総務係（代表）� 5698-2411　FAX5698-2513
　福祉サービス係� 5698-3216
■貸付・助成係� 5698-2457
■ファミリー・サポート・センター� 5698-4151
　成年後見センター� 5672-2833
■受験生チャレンジ支援貸付担当� 5671-5175
■小地域福祉活動担当課� 5698-2435
　ボランティアセンター� 5698-2511
■地域貢献活動サポートデスク（立石3-12-1）� 5670-7251
■ワークスかつしか（立石6-38-11）� 3692-3181

お知らせ



平成29年4月1日から5月15日まで

善意の 寄付ご
　今回もたくさんの善意のご寄付をありがとうございました。皆様か
らいただいたご寄付は、社協の貴重な資金として、地域福祉を推進し
ていくための事業に活用させていただきます。 （順不同・敬称略）

青葉公園ラジオ体操会� （29.4.18）

本会への福祉事業資金として

講 日時 内容 講師 会場

1 ６月２８日（水）�午後1時～２時30分

パラリンピックに
ついて�
障がいについて

北京パラリンピック
銀メダリスト�
神谷千恵子氏

ウィメンズパル�
（立石5-27-1）�
視聴覚室

2
１と同日�
午後２時40分～
4時30分

ボランティア活動
について�
車いす体験

学校支援ボランティ
アの会�
下山利博氏

ウィメンズパル�
洋室Ｄ

3 ７月５日（水）�午後１時～２時30分

身近な障がい者施設
でのボランティア活
動について

葛飾しょうぶ園�
施設長�
宝住有徳氏

ウィメンズパル�
視聴覚室

4
3と同日
午後２時40分～
4時30分

知的障がい・自閉
症について

葛飾キャラバン隊
SUNRISE
堀祐美子氏

同上

※ ７月６日（木）～７月3１日（月）の期間

福祉施設などでの
ボランティア実践
活動

高齢者施設、障がい者施設、保育
園、学童保育、ボランティア団体の
中から活動先を選択

※は希望者のみ

　

講
座「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

活
動
の
は
じ
め
方
」

　

こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動
を
始
め
た
い
方

　

に
最
適
で
す

○ 

退
職
し
て
時
間
に
余
裕
が
で

き
た
け
ど
何
を
し
よ
う
か

○ 

部
活
の
な
い
日
は
、
何
か
人

の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た

い
な

○ 

ち
ょ
っ
と
隣
近
所
で
簡
単
に

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

っ
て
あ
る
か
し
ら

　

こ
ん
な
こ
と
を
お
考
え
の
方

は
、
こ
の
講
座
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

７
月
７
日（
金
）午
後

２
時
〜
４
時

◆
会
場　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か
１
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室

◆
内
容　

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

は
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ポ

イ
ン
ト
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
紹
介
④
活
動
者
か
ら
の
お
話

な
ど

◆
対
象　

区
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
の
方
（
高
校
生
以
上
）

◆
定
員　

20
名
（
多
数
抽
選
）

◆
申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
連
絡
先
）
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

か
つ
し
か
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学（
春

期
）受
講
者
募
集

　

北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
銀

メ
ダ
リ
ス
ト
の
お
話
か
ら
、
障

が
い
の
あ
る
方
へ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。（
実
践
体
験
も
で
き

ま
す
）

◆
対
象　

18
歳
以
上
の
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

◆
定
員　

20
名
（
多
数
抽
選
）

◆
日
程
・
内
容
は
別
表
１
参
照

◆
参
加
費　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実

践
活
動
希
望
者（
別
表
１
※
）

は
、保
険
代
300
円
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
、
年
齢
と
、
実
践
活
動
に

つ
い
て
の
活
動
先
：
表
内
参

考
）
で
、
受
け
付
け
ま
す
。

　

中
・
高
生
の
た
め
の
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　

将
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

者
の
育
成
を
目
指
し
た
講
座
で

す
。

◆
内
容　

福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
学
び
、
実
際

に
福
祉
施
設
で
活
動
体
験
し
た

後
、
参
加
者
同
士
で
ふ
り
か
え

り
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象　

中
学
生
・
高
校
生

◆
定
員　

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
各
25

名
（
多
数
抽
選
）

◆
日
程
は
別
表
２

◆
参
加
費　

300
円（
保
険
代
）

◆
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

・
ハ
ガ
キ
の
い
ず
れ
か
で
６
月

26
日（
月
）（
必
着
）
ま
で
に
お

申
込
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
、
学
校
名
、
学

年
、
体
験
学
習
（
別
表
２
）
の

活
動
希
望
分
野
（
第
２
希
望
ま

で
）
と
、
基
礎
学
習
の
希
望
日

（
７
月
24
日
ま
た
は
27
日
）
、

体
験
日
程
（
Ａ
ま
た
は
Ｂ
コ
ー

ス
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
52
回
葛
飾
区
高
齢

　

者
作
品
展
出
品
者
募
集

◆
開
催
日　

９
月
８
日（
金
）〜

９
月
10
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
４
時

◆
会
場　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル

ズ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
・
２
（
立

石
６
―
33
―
１
）

◆
対
象　

手
作
り
作
品
を
出
品

い
た
だ
け
る
区
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
方

◆
定
員　

200
名

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
期
間

　

７
月
３
日（
月
）〜
14
日（
金
）

◆
申
込
方
法　

ま
ず
は
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳

し
い
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

家
族
で
参
加
！

　

小
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動
体
験

　

家
族
で
一
緒
に
、
貴
重
な
体

験
を
！！

◆
内
容　

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
、
ブ
ル

ー
ギ
ル
な
ど
の
外
来
生
物
の
捕

獲
）

◆
対
象　

区
内
在
住
の
小
学
生

と
保
護
者

◆
日
時　

①
７
月
22
日（
土
）②

10
月
21
日（
土
）①
、
②
と
も
午

前
10
時
〜
午
後
１
時

◆
会
場　

水
元
公
園
内 

旧
水

産
試
験
場
ハ
ス
池
他

◆
講
師　
（
Ｎ
）水
元
ネ
イ
チ

ャ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
協
力　

葛
飾
区
、
葛
飾
区
生

物
多
様
性
推
進
協
議
会
他

◆
参
加
費　

１
人
100
円

◆
定
員　

①
70
組
200
名

②
20
組
50
名
（
多
数
抽
選
）

◆
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
「
小
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

教
室
」
、
保
護
者
を
含
め
、
参

加
者
全
員
の
氏
名
、
住
所
、
連

絡
先
、
年
齢
を
記
入
し
、
①
６

月
30
日（
金
）、
②
９
月
29
日

（
金
）（
必
着
）ま
で
に
お
申
込
く

だ
さ
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

　

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！？

　

11
月
19
日（
日
）に
「
第
29
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ま
つ
り
を
一
緒
に
盛
り
上

げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
Ｐ

Ｒ
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
を
募
集

し
ま
す
。

◆
申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
７
月
24
日（
月
）ま
で
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

【
初
参
加
の
団
体
・
個
人
の
方
】

　

７
月
７
日（
金
）ま
で
に
電
話

連
絡
の
う
え
、
必
ず
説
明
会
に

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
説
明
会
〉

◆
日
時　

７
月
10
日（
月
）午
後

６
時
30
分
〜 

◆
場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か
１
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室 

◆
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ

り
の
概
要
・
参
加
申
込
手
続
き

に
つ
い
て

　

葛
飾
区
介
護
支
援
サ
ポ

　

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

【
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

と
は
】

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
介
護

予
防
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
で
活
動

（
お
手
伝
い
）
す
る
と
、
評
価

ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。
ポ

イ
ン
ト
は
年
度
ご
と
に
集
計

し
、
交
付
金
と
し
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
※
年
間
上

限
５
千
円
）

　

登
録
に
は
、
説
明
会
と
基
礎

研
修
会
へ
の
参
加
が
必
要
で

す
。

【
説
明
会
・
基
礎
研
修
会
】

◆
日
時　

６
月
13
日（
火
）午
後

１
時
30
分
〜
４
時　

◆
対
象　

区
内
在
住
の
満
65
歳

以
上
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
方　

40
名

◆
内
容　

「
制
度
概
要
説
明
」

「
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を
す
る
に

あ
た
っ
て
」
「
登
録
手
続
き
に

関
す
る
こ
と
」

◆
会
場　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か
１
階　

社
協
研
修
室

◆
持
ち
物　

介
護
保
険
証
（
登

録
す
る
場
合
に
必
要
で
す
）

◆
申
込
方
法　

開
催
日
の
前
日

ま
で
に
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
介

護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
、
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
・
年
齢
）
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月
８
日（
土
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
会
場　

新
小
岩
地
区
セ
ン
タ

ー　

第
1
会
議
室
（
新
小
岩
2

―
17
―
1
）

◆
内
容　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
労
務
に
関

す
る
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
労
働

契
約
や
労
働
保
険
、
社
会
保
険

制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

社
会
保
険
労
務
士　

家
村
啓
三
氏

◆
対
象　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
や
地
域

貢
献
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や

団
体

◆
定
員　

30
名

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

地
域
貢

献
活
動
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

　

電
話
：
５
６
７
０
―
７
２
５

１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
５
６
７
０
―
７

２
５
２　

メ
ー
ル
：chisapo 

@
katsushika-shakyo.com

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
メ
ー
ル
で
の
お

申
込
み
は
、
名
前
（
ふ
り
が

別表1〈かつしかボランティア学〉

別表2〈中・高生のためのボランティアスクール〉
日程 内容 会場・講師

7月1日（土）
午後3時～4時30分 オリエンテーション ウェルピアかつしか1階

7月24日（月）
または7月27日（木）

午後１時～午後４時30分

〈基礎学習〉
福祉・ボランティア活
動について

ウェルピアかつしか1階
講師：福祉施設職員
ボランティアグループ代
表他

Ａコース
7月31日（月）
～8月2日（水）
午前9時～午後5時

Ｂコース
8月2日（水）

～4日（金）
午前9時～午後5時

〈体験学習（3日間）〉
高齢者、障がい者施設、
保育園他でボランティ
ア実践活動

各施設

8月7日（月）
午後1時～午後４時30分

〈まとめ〉
体験発表、ワークショ
ップなど

ウェルピアかつしか1階
講師：日本ファシリテー
ション協会

滋田長衛（亀有3） 100,000円
ダイヤモンド杯　会長　大和弘次 10,000円
葛飾音訳ボランティアの会 35,000円
佐藤幸宏（金町2） 10,000円
㈱稲葉製作所 100,000円
竹内秀光（亀有4） 10,000円
世界平和女性連合　東京第17連合会 4,234円
青葉公園ラジオ体操会 90,000円
細田第一松寿会 7,420円
パチンコ一福 100,000円
葛飾区民謡協会 28,891円
南葛さくら祭実行委員会 2,272円
葛飾区民謡民舞連盟 51,000円
青葉中青葉会 30,000円
かつしか点訳の会 5,000円
匿名7件 1,050,320円

の
問
合
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

な
）
・
電
話
番
号
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ

�

支
援
貸
付

　

中
学
３
年

生
、
高
校
３

年
生
な
ど
の

学
習
塾
等
の

費
用
や
高
校

・
大
学
等
の

受
験
料
を
無

利
子
で
貸
付

し
ま
す
。
受

験
生
を
養
育

し
て
い
る
、

所
得
が
基
準

以
下
な
ど
、

貸
付
条
件
を
満
た
す
世
帯
が
対

象
で
す
。（
世
帯
の
収
入
は
平
成

29
年
度
課
税
証
明
書
で
確
認
）

　

高
校
・
大
学
等
へ
入
学
し
た

場
合
、
申
請
に
よ
り
返
済
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

◆
問
合
せ　

受
験
生
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
貸
付
担
当 貸付上限額 中学3年生等 高校3年生等

学習塾等の費用 200,000円 200,000円
受験料  27,400円   80,000円

◎原則、連帯保証人1名必要
◎ その他条件があります、まずは電話でお問い合わせ
ください。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
労

務
講
座
を
開

催
し
ま
す
。♥アエナちゃん募金箱より♥

株式会社　角屋 3,083円
東立石さくらまつり社協募金箱 6,873円
近藤薬局 7,527円
さい整形外科クリニック 5,602円
アップル薬局新小岩店 3,435円

3 お知らせ

No.175（2017年）平成29年6月5日号

地域貢献活動サポートデスクでは、ＮＰＯ法人等の活動・運営上の疑問に対し、専門家による相談を実施しています。第2金曜日
＝社会保険労務士（偶数月）・税理士（奇数月）。第4金曜日＝弁護士（毎月）◆予約、時間など、詳しくはお問い合わせください。
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広告

　社会福祉協議会では、“福祉”をキーワードに「安心して暮らせるまち
づくり」を目指して、区内の連合町会単位の19地区を活動単位として取り
組みを進めています。
　小地域福祉活動は、自治町会役員や民生委員・児童委員、主任児童委
員をはじめとする地域の皆さんが中心となって、地域全体で支えあうしく
みを築き、地域での困りごと、心配ごとなどの改善や解決に向けた活動方
法を考え実践していくことで、「お互いの顔が見え、あいさつができる、
何かあったら地域で支える（互近所力）」関係づくりを進めるものです。

　地域の中には、高齢者や障がい者、子育て中のお
母さんをはじめとして、何らかの手助けを必要とし
ている人が暮らしています。こういった方々の困り
ごと心配ごとなどを少しでも減らしていくため、地
域全体で支えあい、助けあう“地域力”＝地域の自
己解決力＝を高める取り組みが求められています。

　小地域福祉活動の取り組みを
通して“顔見知り”から“顔馴染み”
の関係になってもらい、支えあ
い・助けあいながら、安心して
暮らせるまちづくりを区民の皆
さんと一緒に進めていきます。

　年１回、各地区で取り組まれてい
る“小地域福祉活動（地域支えあい
活動）”の実践報告や事例研究など
を行う、「地域住民福祉活動情報交
換会」を開催しています。

～小地域福祉活動（地域支えあい活動）の紹介～

地域の
みなさんと
一緒に

南綾瀬地区

新宿地区

地域住民福祉活動情報交換会

各地区で行われている小地域福祉活動の主な活動内容
推　　進　　組　　織　　名 主　な　活　動　内　容
四つ木地区小地域福祉活動推進委員会 歌声喫茶サロン、困りごと相談、音楽会
東金町地区小地域福祉活動推進委員会 健康サロン、いきいき安心健康フェア
新小岩小松菜いちょう倶楽部運営委員会 会食会

アイリスほほえみの会（青戸地区福祉活動委員会） 落語会、音楽会
水元地区福祉活動推進委員会・福祉活動運営委員会 健康講座、葛総サロンつながりの会、会食会

西水元地区小地域福祉活動推進委員会 芋煮会
柴又ふれあいネット（柴又地域福祉活動推進委員会） 健康講座、区内めぐりツアー、健康サロン

南綾瀬小地域福祉活動推進委員会 落語会、手話ダンス、講演会
東立石さとざくら会（東立石小地域福祉活動委員会） 落語会、講演会、ふれあいサロン

金町地区小地域福祉活動推進委員会 お茶のみ会
東四つ木ハープさくら会

（東四つ木小地域福祉活動推進委員会） 落語会、ふれあいサロン

お花茶屋福祉委員会（お花茶屋地区福祉推進委員会） 地域を知るお話会、ふれあいサロン
花菖蒲ふれあい会（堀切地区小地域福祉活動推進委員会） ふれあいサロン堀切、講演会
亀有花風船の会（亀有地区小地域福祉活動委員会） 花壇づくり、茶話会
奥戸ふれあいネット（奥戸福祉活動推進委員会） ３つの地域でサロン活動

新小岩北みのりふれあいネット
（新小岩北小地域福祉活動推進委員会） 音楽会、ふれあいサロン

新宿地域事業推進連絡会 地域展覧会「新展」
小地域福祉活動立石 ＰＲ活動

高砂地区小地域福祉活動推進委員会 検討中

　１人でも多くの区民の方に地域の福祉活動
に関心をもってもらうよう昨年、「葛飾区地域
支えあい活動（小地域福祉活動）ガイドブッ
ク」～あなたの地域（まち）の“居場所”と“出
番”のきっかけづくり～を発行しました。

葛飾区地域支えあい活動
（小地域福祉活動）ガイドブック

社会福祉協議会が
お手伝い！

今、求められている
“地域力（ 地域の

つながり）”！！

地域住民福祉活動
情報交換会

“ふくしでまちづくり”

―DAISY図書があります―
作成：葛飾音訳ボランティアの会

詳しく
は

お問合
せ

くださ
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